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.16. Threonineのイエバエ卵巣発育促進作用 河野義明 (武田非晶工業株式会社出光研究所)
51.1.31受理

イエバエ成虫の第1期卵如発育に対する個々のアミ)酸の作用を,薦糖に加えて与える試験によ

って.検索した.18担アミノ酸混合物は始く発育を促進し:Threonine単独でも促進作用が認めら

れた.

しかし.大きい蛸から羽化した成虫では,焦糖のみを与えたときにも卵巣発育が開始するために,

Threonineの作用が観察されなかった.

また,Glycine-HCl,L-Lysine-HCl,NaL-Glutamate,いThreonineには高粒度で致死作用が

見られた.

幼若ホルモン類似化合物を処理すると,卵如発育の促進作用は認められたが,強いものではなく,

レThreonineとの相加作用も認められなかった.

さらに.鍔11即日lR発育は, 成虫の大きさによって非常に変化することから, 卵黄前駆物質の塩

が発育速度に強く影郷するものと推論された.

ハエ料では.成虫が庶糖のみを摂食した場合には,

生71-･し机けるが雌の卵光が発育せず,蔚糖などの炭水

化物と試自性の餌との両方をt,T!食してはじめて卵鎚

が発IfI'するという種が多く知られているl).イエバエ

においても上記の現象は古くから明らかにされてい

る2叫 .

しかし.桜井6)によれば,諜鵬のみをイエバエ成虫

に与えた場合にも.m三相とミルクを与えたときとあま
り変わりなく卵niが発rfI'するという.

1箪者らの研兜宝において飼育している Lab-em-7-

em 系統のイエバエでは,幼虫の飼育状態の良い場合

に.薦糖のみを与えたときにも卵以発育が認められた

が.その場合でも,ミルクを加えて与えることにより

卵Ai発育が促進される.

■このようなイエバエの卵巣発育に及ぼす個々のアミ

ノ酸の彫饗を実験し,Threonineに卵巣発育促進作

用が認められたので報告する.
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材料および方法

供試したイエバエは当研究室で累代飼f31'している

Lab一cm-7-em系統である.幼虫の飼育は昆虫用山形

飼料粉末 (オ1)エンタル酵母)とフスマとを混合した

ものに少盟の乾燥酎母粉末 (ェビオス⑧)を加えた培

地で行ない,成虫には煮出と乳児用ミルク(雪印乳業)

とを水に浴して与え,産卵もその中へさせた.

実験に供試する群には,羽化後,実験に班うまでは

無糖と水とを別個に与えた.

実験容執ま直径9cmI拓き15.5cmの金属性網かご

で,その中に雌雄各15-25頭を放した.

飼育および実験はすべて25oCの恒氾室内で行なっ

た.

Table1. Stages ofo6genesisand yolk deposition.

stage Yolkdeposition aLxeinsgt.?･Oof6clyotneg

1 Nodeposition

2 PxecpeoesitilO/n3hoe,gin6Scyb.:tdoesnot

3 gfOI.k6cdye.peositsabouthalfvolume

Lessthan150/∫

Lessthan300〃

350-500〝

4 ?,6jmytle/2el?:g3a/t.eS;fan.d6cyy霊kdeposits Lessthan800p

5 7.0,lj:afie.PnOS.i;霊 scompletes,colion Morethan850p
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試験したアミノ杷 (和光約兆)は叫独でIlljえる場介

には,1かご当り,iT!…鮒2gにアミノ恨0.2-0.3g,ア
ミノ概況公物 (18f･Ttアミノ恨氾合物および9fLn必牙iア
ミノ概況介物)としてJ-1える切合さ与はm紙ti2fHこⅠIousc

andBar】owl)の人_T.飼芋川1の比Lf;で氾介したもの
0･3-0･5gを加え･水は別に与えた..
所正の'口数の後,雌成山の脱部を研削し,卵邦の発

TfH.皮を概窄した.

卵n!の発ff程度は耶1誠に示すJ:うに第1期形成9日

の卵茄Hf'flq程度によって容易に判定できる5段階に区

分し.各個体にその発育段階の数値を与えて,それら

の平均値によって表記した.

使用した幼若ホルモン類似化合物は 1-ethylphe-

noxy,7-methoxy,3,7,7,trimethyL-hept-2enである.

括 黒

まず,通1;I,I,37!者らの研究宝で成虫の飼ffに班用し
ている乳児f汀ミルクとアミノ酸況合物との卵封ユ発市に

対する促進作用を秘かめた (節2表). その結果.節

Table2. Effectofdietsono6genesis.

Stageofo8genesis
Djet (aftertreatment)

3days 5days

Sonly
S+Milk

S+AA

S+p-AA

6

1

7
5

1

4

3
2

4

8

0
9

2
4

5
3

S:sucrose,AA:18aminoacidsmixture,
p-AA:9essentialaminoacidsmixture.

桃のみをイエバエ成虫に与えると.3n筏に少IRの卵

の半分に刑T:ない程度であった. ミルクとiⅥ柵は の

1:1氾合物を与えると,3口後に卵孤が卵の-'F･分以

上にませ-3lh'1され,5r]後にはほとんどのm体で卵の

罪-(紬,'完了した. ミルクを1昭 のアミノ概況介物に代

えても,卵の発市はミルクを与えたときと大差なく巡

行した.しかし.9和の必須アミノ酸況合物で旧さ換

えた場合には,.卵式'-Efl'Iがやや遅れ.5日後に発育段

聯 ｢3.9｣に適した.･

次に無糖にアミノ酸 1種ずつを加えたものを与えて

卵巣の発育を観察した.以後の実験は燕糖のみを与え

た成虫の卵巣発育が,そのたびに一定せず振れるため.

常に燕糖のみを与える区と無糖+アミノ酸混合物を与

えろ区を対照にとり,これらと試験区とを比較して作

用を評仰した.

試験開始5口後の卵の状憩は,第3表に見る通り.

DL-Threonincに地い卵ni発育促進作用が見られ,

i-Argininc,Nai-Glutamate.DL-Leucineに弱い促
進作用が認められT=.また,GIycine-HCl,I.-Lysine-

HClを与えた区ではほとんどの成虫が死亡 し,Na

L-Glutamate区では50%の胴体が死亡した.

さらに.Thrconincの作mを7FB'認する突放を行な
った (耶l臥 その気fint.m!桝の3'の区では5口●後
で ｢1.3｣. 7口後で ｢2.6｣の段粥まで郎ntが節梢さ

れた. これに比べ.レThreonineを加えた区は.5

円後 ｢3.2｣,7rl後 ｢4.5｣とアミノ概況介物を加え

た区とrr押三度に卵n!発ffが細く促進された.しかし,
L-Threonine区では5口後までに雌成虫の45%が死

亡し.郎茄f桝.'iは同一卵以内でも卵nl小管による不糊

Table3. Effectofaminoacidsono6gcncsis.

Essentialaminoacid

Aminoacid

Sonly
AA

p-AA
L-Arg
L-His

DL-Ileu
DL-Leu

DL-Met
L-Phe

DL-Thr

DL-Try
L-Val

e

g
O

1
8
2
0

0
1

3

4

5
4
7

a

.

1
1

4
2
2

2

2

2
1

1
3

1
1

S

Non-csscntialaminoacid

Aminoaci(1 Stage

Sonly 1.9
AA 5.0
DL-Ala 2.4

L-Aspacid 2.1
L-Cys 2.3
L-Gluacid 2.2
L-GluacidNan) 3.4

Gly-HClb)

L-Lys-HCIc)
L-Pro 2.1

DL-Ser 2.8

L-Tyr 2.7

Femaleadultsweredisectedandstageofo6genesiswaschecked

5daysa一tertreatment.

MortalityoEa)was50,形,b):100,Oof,C):90%.
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Fig.1. Effectofthreonineono6genesis.
Oinagerepresentstheadult
emergenCe.

いが目立った.DレThreonine区には死亡個体はなく.

処理5日後までに ｢2.5｣の発育段階に至った.

以上の実験では.アミノ酸を粉状のまま派矧 こ混ぜ

て与えていたが.次に,L-Threonineを5,00'm三糖水浴

波に浴かして与える実験を行なった.節4表の結果が

示すように,0.5%以上のL-Threonine澱皮では86,%

以上の個体が死亡した.

0.1%の場合には.死亡率が10,%以下で.卵A!発育

が認められた:しかし.0.01,00/洪皮では死亡胴体はな

く.促進作用も現われなかった.

また,粉状で与えた場合に糾 ､死亡率を与えた.

Glycine.-HC.1.L-LySine-HCl.NaL-Gl.utamateも
0.I%の浪庇で漁帖紋に混ぜたときには｣いずれも死

亡料ま30,%以下であっ1:が,卵A!発fi'促進作用もなか

った二.

これまでのt.I.=niからもわかろように.火験のたびにI
m紙Iiのみを与えた区および Threonine区などの卵の

発打に扱れが見ら.れた.これが幼虫の飼育状態による

成山の大きさにIIIi凹するのではないかとの推定のもと

に,rid-7げの成虫が超んだ卵を2分し.飼育密度を調

節して朗ffL.平均焔仏式 (雌雄こみ)七･倍の追いの
ある2成虫耶を作って実験した.この結果は約2図に

示した.小さい成虫は平均蜘体茄が10.5mgとかなり

小さい柿で.火きい方は21.2mgで-lhL'･通の大きさの耶
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Fig.2. Effectofthreonineontheo6genesis
ofdifferentsizedadults.

であった.

小さい郡は讃潮のみを与えると,3日後まで卵がほ

とんど発育せず,L-Threonine,ミルクを加えた区で

は卵式苔桃の促進が見 られたが.I.lThreonine.の作

用はミルクに比べてg紬 っゝた.

一方,大きい桝では,謂瀬iのみを与えたときにも3

日後までに卵は ｢3.2｣の発育段階にまで達し,い

Threonineを加えた区の促進作用は現われず, ミル

クを加えた区でのみ作用が見られた.

最後に,幼若ホルモン赦似化合物とL-Thrconinc

の卵以発育に及ぼす康智を比較した (耶3図).消泡Ii

のみを与えた成虫に5T/flyの幼若ホルモン湖似化合

物を局所的に睦摘すると弱いが卵出発Iffの促進が.ば.め

られた.次に.L-Threonineを加えて与えた成山に

同化合物を5γ/fly処理した.i-Threonineを加えて

Ap ;nJoyO 2 41.0
I.9

J;A

Fig.3. EffectoEaJuvenilehormoneanalogue

(JHA)andLthreonine.

Table4. EffectofL-threoninesolutionon06genesis.

S+ Stagea一ter5days Mortality% Numberorfly

0
6

8
6

5
7
7
2
3

1
1

3

1
1
1

1
2
1

llrH一口LH一

-

Tt

nul
【日日‥

0
49

14

92
92
86

10
0
0

28
34

14

62
89
82
70
20
20
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与えたのみの区で明らかに発ffが促進され しかも,

幼若ホルモン郊似化合物用所出mのみより強い作用で

あった.しかし.LIThreonine,局所舶用の両処印を
合わせて行なっても.I.-Threonhe処刑川1.軌の切分

以上に卵Rlの発fJ<が促逃されることはなかった.

考 熊

本研兜において.各火映ごとに卵災発育程度がばら

ついたが,この原因として,成虫の大きさ,すなわち.

幼血糊の飼帯状僧が挙げられ,幼虫期の栄養状態が良

く.大きな成虫になったときには,桜井8)が指摘して

いるように無糖のみを摂食した場合にも卵虫の発育が

PIl殆すると考えられる.

Threonineには明らかに卵黄苔桃を促進する作用

が認められたが.この作用はイエバエが大きな成虫の

場合には現われ郊かった.また,逆に.矧 こ栄荘状闇

の恋い状態で育って,小さい成虫になった場合には,

促進作用が弱かった.

Weismannmおよび AdamsandNelson8)によれ

ば,イエバエ成虫の節1悶卵出発背は蛸脂肪体の減少
と強くBg逃しており,卵講形成の前駅体として蛸脂肪

体rllの物只を利用していると考えられている.すなわ

ち.卵式の形成を伸すろ段階は,卵粥が卵茄前駆物質

を吸収して,卵内に市糾する過程の他に,前駆物質の

供給の過程にもあると考えられる.

栄養状態の想い小さい成虫では卵の数が少ないl)と

いわれているものの,蛸脂肪体も少なく,卵黄形成に

十分な晃の卵講前駆体を祁給できないと考えられる.

このような前駆体の不足している小さい成虫では,前

駆体としての役割を大きく果すとは考 え られない

Threonineの促進作用が抑えられるのは当然であろ

うし.これに比べ,アミノ酸混合物やミルクがより以

上に卵茄形成を促進すろのは,それ自体,卵哉前駆物

TIとなり狩るためだと考えられる.

このように卵黄形成過程を前駆物質の供給_J%と卵規

でのその吸収と等矧 こ分ければ,幼若ホルモン類似化

合物を処理したときの結果も考え易い.AdamslO･11).

AdamsandEide12)によれば,幼若ホルモンは直接卵

狐に飽いて卵niの帯机を促進すろので,卵茄前駆物質

の供給の両には作用を及ぼさず.小さい成虫に対して

は強い作用を発現しないと考えられる.

Threonineの作用が,11tfこアラタ体を刺激して卵試

形成を促進するのか.それとも.上i妃の前駆物TIの桝

給に関与しているのかは全く不明であるが.幼11:ホル

モン菊似化合物を処理しても,Threonineとの相加作

用は現われなかったこと,および,ミルク,アミノ慨

氾介物を加えて与えると LIThreonine以上に卵黄形

成を促進することを考えると,イエバエの卵茄形成速

度は.卵茄前駆物質の塁によって決定されていると考

えられる.
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Summary

EffectsoEdietaryaminoacidsontheadult

houseflywereexamined.

Mixtureof18aminoacids accelerated lst

generationo8genesisasstrongasmilk,whenit
wasaddedtosucrose.

Wheneachaminoacidpowderwasaddedto

sucrose,Gly-HCl,L-Lys-HCl,Glu-Nasaltshowed

letllalelrectontheadultfly.レThrhavingalso

lethalactionathighconcentration.accelerated

oOgenesis without lethalaction when 0.1,%

solutionwasgiven.

But,effectoIL-Thrwasreducedwhenapplied

tolargeadultsofwhichoecytedevelopedonly

bysucrose.
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